
 
 

 

 

 

 

「知ってほしい！ユニバーサルデザインパンフレット」を作成しました！ 

本市では、「すべての人にやさしい都市」の実現に向けて障がいの有無、年齢、性別、人種等に

関わらず、多様な人々が利用しやすいよう都市や生活環境をデザインする「ユニバーサルデザイン」

の推進を行っています。 

すべての人が快適に暮らせる社会を目指し、「ユニバーサルデザイン」について知っていただく

ため、パンフレットを作成しました。 

 

１ 概要 

 ユニバーサルデザインとは何か、身近な物のユニバーサルデザインからまちのユニバーサルデザイン、

心のユニバーサルデザインまで写真やイラスト付きで分かりやすくまとめた、読みやすいものとなって

います。 
 

２ 配布 

各公民館、まちづくりセンター、図書館、地域包括ケア推進課窓口にて配布するほか、市の HP にも

掲載しています。 

（https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/1017128/index.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問合せ先 

地域包括ケア推進課 

直通電話 042-769-9222 

令和７年４月３０日 

相模原市発表資料 

  

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/1017128/index.html


相模原市では、「 すべての人にやさ し い都市」の実現に向けて、

ユニバーサルデザイ ンの普及啓発を 行っ ています。

こ のパンフレッ ト は、すべての人が快適に暮ら せる社会を目指し 、

「 ユニバーサルデザイン」について知っ ていただく ために作成し まし た。

ぜひこ のパンフ レッ ト を 活用し 、ユニバーサルデザイ ンの考え方を

身近なも のと し て感じ ていただければ幸いです。

相 模 原 市

知っ てほし い！

ユニバーサルデザイン
パンフレット



　 市内に住んでいる 人、訪れる 人、働いて いる 人など 、市内のすべて の人々が快適に過ご せる よ う

ハード 面と ソ フ ト 面の両面から “暮ら し やすい” “訪れやすい” “働き やすい” と いう よ う な誰に

と っ て も「 やさ し い都市」を 目指し ていま す。

〇ハード 面

　 道路や建物、 道具や機械など物理的な要素の整備

〇ソ フ ト 面

　 一人一人を 支え、 助ける仕組みや支援、 誰にでも 伝わる情報やサービスの提供

　 ※多様性を尊重し 、相互に理解を 深める「 心のバリ アフ リ ー」 も ソ フ ト 面に含まれます。

相模原市の事例ユニバーサルデザイ ン には７ つの原則があり ま す

相模原市のユニバーサルデザイ ン

ユニバーサルデザイ ン と は1

1 . 誰でも 公平に利用でき るこ と

2 . 使う 上で自由度が高いこ と

3 . 使い方が簡単であるこ と

4 . 必要な情報がすぐ に理解でき るこ と

う っ かり ミ スや危険につながら ない

デザイ ンであるこ と
5 .

6 .

7 .

無理な姿勢をと るこ と なく 、

少ない力でも 楽に使用でき るこ と

利用し やすいスペースと 大き さ を

確保するこ と

　 ユニバーサルデザイ ン と は、 障がいの有無、 年齢、

性別、 人種等に関わら ず多様な人々が利用し やすいよ

う 都市や生活環境をデザイ ンする考え方です。

　 社会の様々なシーン で取り 入れら れており 、 すべて

の人が暮ら し やすい環境をつく る重要な考え方です。
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　 やさ し い 都市を 進める た めに はハー ド 面と ソ フ ト 面の両面から 取り 組む必要があ り ま す 。

自分のこ と だ け を 考え る ので はな く 、 自分と 違う 立場の人に 気づき 、 他人を 尊重し て 、 互い

を 自然に支え あう こ と がで き る よ う 相互理解を 深める必要があり ます。

●段差や道路の隙間を乗り越える

　 のが困難。

●落ちたも のを 拾う のが困難。

●高いと こ ろのも のがと れない。

●立ち上がっ たり、座っ たり する

　 こ と が大変。

●足腰が弱く なりつまずきやすい。

●小さ な文字が見えにく く 、音や

　 声が聞こ えにく い。

●重い荷物を 持つのが大変。

●デジタル機器の使い方が難しい。

●日本語の案内や説明がわから

　 ない。

●文化・ 宗教・ 習慣の違いから、

　 誤解を受けること がある。

心のユニバーサルデザイ ン2

外国人等高齢者
車いす利用者・ けが人
・ 妊産婦・ 乳幼児連れ

　 高齢者や障がいのある人だけではなく 、 けがをし たと き、 重い荷物を 持っていると きなど日常

生活の中で助けら れた経験はあり ませんか？社会には様々な人がいて、 困りごと はその人、 その

状況によって違います。 困っている人がいたら 、「 何かお困り ですか？」「 何かお手伝いできること

はあり ますか？」 と 声をかけてみましょう 。 様々な人の特性や困っていること を 知り 、 相手の立場

に立って考える事、 思いやり のある行動をすること が心のユニバーサルデザインに繋がります。

●複数の会話や会議が聞き 取り 　

　 にく い。

●音声だけの情報ではわからない。

●外見から では障がいがあるか

　 わかり にく く 、疲れやすさ や、

　 体調の悪さ の理解が得ら れに

　 く い。

内部障がいがある 人聴覚障がい者

●自分が困っていること がわから

　 ない、あるいは、う まく 伝えら

　 れない。

●人と の関わり やコ ミ ュ ニケー

　 ショ ンが取りにく い。

精神・ 知的・ 発達障がい者

視覚障がい者

●全盲・ 弱視・ 色覚障がい等様々

　 な見え方の人がいる。

●案内表示が見えにく い。

●階段や段差につまずきやすい。

3



　 スマート フ ォ ン の普及や高度情報通信技術の発達によ り 場所や時間にと ら われずに情報を 入手で

き る よ う になっ た一方、 加齢、 身体的条件、 利用環境の制限等によ り 入手でき る 情報に格差が生ま

れている ため、 すべての人が簡単に必要な情報を 入手でき る よ う 、 わかり やすい情報の発信や提供

が必要になり ます。

　 誰も が同じ 色の見え方を し ている わけではな く 、 色によ る 情報を 正し く 受け取れない方も いる

ため、誰にと っ て も 分かり やすい色づかい、色に頼ら な い表現が求めら れま す。

　 文字の大き さ や行間の広さ に配慮し 、 文章

を 作成する こ と で 誰にで も 読みやすい文章を

作成でき ま す。

　 読みやすく 、 誤読を 防ぐ よう 工夫さ れた文字

です。

相模原市の事例読みやすい工夫

色の組み合わせ表現方法

情報伝達のユニバーサルデザイ ン3

文字の大き さ

色使い 色に頼ら ない表現

U D フ ォ ン ト の例 ※右側がＵ Ｄ フ ォ ント

10 ポイント

相模原市ユニバーサルデザインパンフレッ ト

12 ポイント

相模原市ユニバーサルデザインパンフレッ ト

6 6 99

ブ ブ

・ 間口を大き く し ている

・ 濁点部分に切れ込みを 入れて見やすく し ている

見分けにく い
色の例

境界に線を 入れる 、 模様を 入れる 、 直接

説明を付けるなど分かり やすく する。

相模原

相模原

白
色
と
黄
色

相模原

相模原

赤
色
と
緑
色

　 　 見分けやすい
　 　 色の例

相模原

相模原

白
色
と
緑
色

相模原

相模原

黄
色
と
黒
色 相模原市 A 市 B 市 C 市 D 市

相模原市

A 市
B市

D 市

C 市
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　 日常的に使う 様々なも のにも 取り 入れら れています。 障がいの有無、 年齢、 性別、 人種等に関係

なく すべての人が使いやすく 、 簡単に利用でき るよう に工夫さ れたデザイ ンが特徴的です。

　 シャ ンプーのボト ルの側面や

キャ ッ プに凹凸を つけてリ ン ス

と 区別がつく よ う に な っ て い

て、 視覚障がい者や、 洗髪中に

目を 閉じ ていても わかるよ う な

デザイ ンになっ ています。

　 視覚障がい者が酒類だと わか

るよう 、「 おさ け」 と 点字を入れて

います。

　 他のパッ ク 飲料と 区別でき る

よ う 、 牛乳パッ ク には上部に小

さ な く ぼみ（ 切り 欠き） があり

ます。

　 切り 欠き の反対側が開け口と

わかるよう になっ ています。

モ ノ づく り のユニバーサルデザイ ン4

牛乳アルコ ール缶シャ ン プー・ リ ン ス

　 軽く 、 く びれのある 形を し て

いる ため子ども や高齢者、 握力

の弱い人でも 持ちやすく なっ て

います。

　 また、 凹凸が多いのでプラ ス

チッ ク のラ ベルが剥がし やすく

なっ ています。

ペッ ト ボト ル紙幣リ モコ ン

　 テ レ ビ のリ モ コ ン の数字の

「 5 」 の部分に 点字がついて い

ます。

　 リ モ コ ン の中心で あ る 「 5 」

に点字を つける こ と で、 ほかの

数字ボタ ン の位置がわかり やす

く なっ ています。

　 新紙幣になり 、 旧札より 数字

が大き く なり まし た。

　 視覚障がい者や外国人など識

字が難し い方でも 種類を 判別し

やすいよう 、 指の触感で識別で

き る マーク が入っ ており 、 お札

ごと に場所が違う ので識別し や

すく なっ ています。
5
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　 多く の人が集まる 建物の中で快適かつ安全に過ごすために障がいの有無、 年齢、 性別、 人種等に

関わら ず移動や案内を受けら れるよう な設計が行われています。

建物のユニバーサルデザイ ン5

　 エレ ベータ ーは、 すべての人が安全に利用で

き るよう に設計さ れており 、 ゆっ く り 閉まるド ア

やド アセン サーは、 車椅子やベビ ーカ ーを 利用

する人がド アに挟まれるリ スク を軽減し ます。

　 音声案内や視覚的な表示によ り 、 視覚や聴覚

に障がいのある人々も 安心し て利用でき ます。

エレ ベータ ー

　 多目的ト イ レは、乳幼児を連れている人、介助・

同伴が必要な人、車いすや杖を 使用し ている人、

人工膀胱・ 人工肛門を 保有し て いる 人、 性的

マイノ リ ティ の人等、 多様な特性を持つ人が利用

でき るト イ レ と なっ ています。

多目的ト イ レ

照明スイ ッ チ セン サー蛇口

　 大き な面の照明スイ ッ チは小さ な力で切り 替

えら れるよ う になっ ており 、 指の力が弱い人で

も 扱いやすく なっ ています。

　 また、 大人も 子ども も 手が届く 範囲に設置さ

れています。

　 セン サー蛇口は自動的に水が出る ので、 栓を

ひねら ず手を 洗えます。

　 蛇口に触るこ と なく 水を 止めるこ と ができ る

ため、 感染対策と し ても 効果的です。
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　 すべての人が快適かつ安全に暮ら し 、 参加でき る 社会を 実現する ためには、 まち 全体が利用し や

すい空間である こ と が必要です。 まち 全体の環境整備に努める こ と によ り 、 すべての人々にやさ し

いまちづく り を 進めます。

　 幅広い歩道は車いすやベビー

カ ーを 利用する 方がスムーズに

通行でき ます。 また、 周り の人

を 気にする こ と なく 通行で き、

自転車の通行と 区別でき る ため

安全性が高く なっ ています。

　 点字ブロッ ク は視覚障がい者

が方向を 確認し ながら 歩けるよ

う 設置さ れたものです。

　 停電時や、暗い場所での目印に

もなります。

　 交差点や道路に行先の表示や

周辺地図などを 案内する標識を

設置し て、 移動に役立つ情報を

わかり やすく 伝えます。 ピ ク ト

グラ ムを 設置するこ と で子ども

や外国人にも 伝わり やすく なっ

ています。

ま ち のユニバーサルデザイ ン6

標識・ ピ ク ト グラ ム点字ブロ ッ ク歩道

　 公園の出入口に あ る 段差を

解消し 、 車いすやベビ ーカ ー、

子どもや高齢者、妊婦、松葉杖の

利用者と いった、段差でつまずき

やすい人や、 キャ リ ーバッ グを

引いた人等が乗り 入れし やすく

なっています。

段差イ ン ク ルーシブ遊具信号

　 信号灯は色覚障がい者も 判別

し やすい色が使われて いま す。

音の出る 信号機は「 カ ッ コ ー」

と「 ぴよぴよ」 の音を使い分け、

方向と 距離を わかり やすく する

工夫も さ れています。

　 インクルーシブ遊具と は、身体

能力や障がいの有無を 問わず、

誰も が楽し く 安全に遊べる よう

配慮さ れた遊具です。 いろ いろ

な子ども たちが一緒に遊ぶ機会

を 通し て、 相互理解が深まる 環

境と し ても 期待さ れています。
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相模原市の事例相模原市の事例

発　 　 　 　 行： 相模原市

問い合わせ先： 相模原市 健康福祉局　 地域包括ケア推進部　 地域包括ケア推進課

　 　 　 　 　 　 　 〒2 5 2 -5 2 7 7  相模原市中央区中央 2 -1 1 -1 5

　 　 　 　 　 　 　 TEL： 0 4 2 -7 6 9 -9 2 2 2 　 FAX： 0 4 2 -7 5 9 -4 3 9 5

※「 障害」の字について、文字の印象を和らげるため、本パンフレット では、ひらがな表記とし ています。

　 　 　 　 　 　 　 令和７年３月発行

相模原ス ポーツ・ レ ク リ エ ーシ ョ ン パーク の

遊具広場に、 子ども のひら めき や遊ぶ力を 育む

スペース、 車いすで ア ク セス でき る 砂場など

すべての人が楽し める イ ン ク ルーシ ブ 遊具を

整備。

インクルーシブ遊具の導入

本文にユニバーサルデザイ ンフォント を 使用。色の識別

がしやすいよう 、カラ ーバリアフリ ーに配慮しているほか、

外国人向けに翻訳言語数の拡充に取り 組んでいる。

広報さ がみはら・ 市ホームページ

障がい者スポーツの振興や多様性について

の理解を 促進するため、 障がいのある人と

な い 人がス ポ ーツ を 通じ て 交流で き る、

パラテニスの体験イ ベント などを開催。

さ がみはら “ゆめ”プロジェクト
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